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による十八世紀後半のドイツ啓蒙は、十八世紀前半のヴォルフとヴォルフ学派や同世紀後半のカントの啓蒙哲学が理性を中心 した体系的思想を究めていったのとは、一線を画している。クニッゲについては『人間交際術』が取り上げられ、十八世紀に人々の間で盛んに行われた社交がドイツ啓蒙に重要な意味を持ったことが語り出される。レッシングについては『カルダーヌス弁護』 取 上げられ、異端者とされるカルダーヌスを弁護することのなかに見出される、偶像崇拝者、ユ ヤ教徒、キリスト教徒、イスラーム教徒の間の融和と う宗教的寛容 めぐる啓蒙について考究される。ヘルダーについては『イデ ン』が取り上げられ、偶然が織りなす「迷宮」としての歴史観や、人類の
全体が自然とのかかわりの中で絶えざる「変容（メタモルフォーゼ） 」の中にあるという歴史観が浮き彫りにされる。つまりこれらにより本書のテーマを纏めると、社交・宗教・歴史にかんする一八世紀後半の、いわばもう一つのドイツ啓蒙と呼んでよいと思われる。　
しかしこのように単純に纏めるとスッキリするかもしれ
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論」でホラティウスから引用したも であるが こ ときカントはドイツ語での儀礼的な敬称の多さを嘆い 。クニッゲの『人間交際術』はもっとあから まに 身分秩序や貴族の特権を自明視する考え方」を批判する、と う














にちがいない。と でこ で 各人 分の至福の尺度（
das M
aas seiner Seligkeit ）を自分自身の内
に持つ。つまり、人間は形態を身にまとい、その形態向き 形成されたのであり、そしてその形態の純粋な輪郭の中で み仕合わせ（
glücklich ）となりうる。ま
さにそれゆえ自然は地上におけるあらゆる人間形態（M
enschenform
）を汲み尽くした。それは、それぞ
れの人間形態の時代にそれぞ の人間形態の場所自然がそれぞれの人間形態にとっての楽しみ（G
enuß
）を手にするであろうがためであり、この楽
68
しみでもって自然は死すべき者を、その生涯を通じて惑わ たのである」 。この文脈での「自分の至福」は「純粋な至福」ではなくて「幸福」と解した方が分かりやすいと思われる。ちなみに田中・川合の翻訳書ではここを「福祉」と訳して、他での「天福」という語を用いていない。ヘルダー著『歴史哲学』田中萃一郎、
 川合貞一
 共訳、第一書房、一九三二年、四八八、
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